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活性化させる．第 36 回日本骨代謝学会学術集会 2018．7．26 長崎市． 

11．納富拓也，野崎中成，川添堯彬．学生の研究体験授業における医生物学研究への興味を強める試み．

第 37 回日本歯科医学教育学会総会および学術大会 2018．7．28 郡山市． 

12．松本秀範，西川哲成，益野一哉，王 宝禮，藤原眞一，大草亘孝，藤田淳一，野崎中成，田中昭男，

川添堯彬．初年次教育における学生の対人関係能力の育成．第 37 回日本歯科医学教育学会総会およ

び学術大会 2018．7．28 郡山市． 

13．和泉佑弥，坂井 悠，河井まりこ．ラット筋内異所性骨誘導過程における骨髄由来細胞と筋由来細

胞の動態．日本筋学会第 4回学術集会 2018．8．10 倉敷市． 

14．河井まりこ．非外科的歯槽骨再生遺伝子治療開発を目的とした動物モデルの確立．第 27 回硬組織再

生生物学会学術大会 2018．8．18 東京． 

15．Kawai M，Ohura K．BMP-2/7 heterodimer produced gene therapy for alveolar bone regeneration．5th Tissue 
Engineering and Regenerative Medicine International Society World Congress（TERMIS） 2018．9．7 

Kyoto，Japan． 

16．河井まりこ．歯周組織への BMP-2/7 遺伝子導入後の骨形態計測による歯槽骨再生評価について．第

48 回日本口腔インプラント学会学術大会 2018．9．16 大阪市． 

17．Notomi T，Hiyama A，Nozaki T，Noda M＊27．Stretch-stimulus activates the mechano-signaling via opening 
of the mechano-sensitive channel，Piezo1 and the subsequent calcium influx in osteocyte-like cells．American 
Society for Bone and Mineral Reseach（ASBMR2018） 2018．9．30 Montreal，Canada． 

18．Kawai M．Alveolar bone regeneration by BMP-2/7 heterodimer produced plasmid vector．12th International 
BMP Conference 2018．10．25 Tokyo，Japan． 

19．納富拓也，久野みゆき＊25，野田政樹＊27．力学的刺激感受性 Piezo チャネルによる骨細胞様細胞での

力学的刺激伝達機構の活性化．第 8回臨床ゲノム医療学会 2018．12．9 大阪市． 

20．河井まりこ，Alisa Fuchs＊24．先天性頭蓋顎顔面形成異常に対するゲノム医療の可能性．第 8回臨床

ゲノム医療学会 2018．12．9 大阪市． 

21．森 亮一＊14，野崎中成．miR-223 発現抑制は皮膚創傷部位の感染予防に効果的である．第 8回臨床

ゲノム医療学会 2018．12．9 大阪市． 
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